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( 1 )  働 き 方 改 革 を 推 進 す る た め の 課 題  

1 ) 長 時 間 労 働 の 是 正  

厚 労 省 の 統 計 で は 、 2 0 2 2 年 の 建 設 業 の 年 間 労 働 時 間

は 1 9 6 2 時 間 で あ る 。 こ れ は 、 全 国 平 均 よ り も 約 2 割

高 い 。 こ の 原 因 の 1 つ と し て 、 建 設 業 全 体 に 占 め る 作

業 員 の 約 4 割 が 、 週 休 1 日 し か 確 保 で き て い な い こ と

が 挙 げ ら れ る 。 よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 長 時 間

労 働 の 是 正 が 課 題 で あ る 。  

2 ) 多 様 な 人 材 の 確 保  

 日 本 の 生 産 年 齢 人 口 は 減 少 傾 向 に あ る 。建 設 業 で は 、

技 能 労 働 者 の 減 少 や 、 労 働 者 の 高 齢 化 、 若 年 層 の 確 保

が 困 難 で あ る こ と 等 が 特 に 問 題 視 さ れ て い る 。 一 方 、

老 朽 化 イ ン フ ラ は 増 加 傾 向 に あ る た め 、 工 事 件 数 に 対

す る 労 働 者 の 不 足 が 想 定 さ れ る 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観

点 か ら 、 多 様 な 人 材 の 確 保 が 課 題 で あ る ① 。  

 

3 ) デ ジ タ ル 化 に よ る 生 産 性 の 向 上  

 I o T 、 A I 、 ク ラ ウ ド 等 の デ ジ タ ル 技 術 の 発 展 が 加 速

し て い る 。  一 方 、 建 設 業 は 「 屋 外 で の 作 業 、 一 品 生 産 」

と い う 特 性 が 強 く 、協 働 す る 関 係 者 も 多 い こ と 等 か ら 、

デ ジ タ ル 化 が 遅 れ て お り 、 1 人 当 た り の 労 働 生 産 性 も

低 い 。 よ っ て 、 効 率 面 の 観 点 か ら 、 デ ジ タ ル 化 に よ る

① 人材面の観点から人材の確保では、重複しているように見えます。また、「多様な」とありますが、

多様な人材の確保を必要とする背景がありません。単純に担い手の確保が課題で良いのではないで

しょうか。 
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生 産 性 の 向 上 が 課 題 で あ る 。  

 ( 2 )  最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 建 設 業 全 体 に 波 及 し や す い 仕 組 み 面 を 改 善 す る こ と

が 効 果 的 で あ る た め 、 最 重 要 課 題 は 「 長 時 間 労 働 の 是

正 」 で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) 週 休 2 日 工 事 の 拡 大  

① 労 務 費 等 の 経 費 補 正 ： 週 休 2 日 に よ り 工 期 が 長 く な

る と 、 機 材 や 人 材 を 確 保 す る た め の 費 用 が 増 え る 。 こ

の た め 、 発 注 者 は 週 休 2 日 の 確 保 に 適 し た 労 務 費 や 経

費 を 予 算 計 上 す る ② 。  

 

② 技 能 労 働 者 の 月 給 制 の 導 入 ： 技 能 労 働 者 は 6 割 以 上

が 日 給 制 で あ り 、 週 休 2 日 に な る と 収 入 が 減 少 す る 。

技 能 労 働 者 が 安 定 し て 働 く た め に 、 雇 用 主 は 月 給 制 を

導 入 す る ③ 。  

 

2 ) 適 切 な 工 期 の 設 定  

 著 し く 短 い 工 期 は 休 日 出 勤 を 助 長 す る た め 、 発 注 者

に よ る 短 工 期 で の 発 注 を 禁 止 す る ④ 。 ま た 、 悪 天 候 等

に よ る 工 期 延 長 に 対 応 で き る よ う 、 発 注 者 は 発 注 準 備

③ 月給制にしても、収入が下がってしまっては問題の解決になりませんよね。よって、この問題の根

っこは、処遇改善にあると考えます。よって、適正な労務費・法定福利費・建退共等の改善を図る

ため、建設キャリアップシステムなどに言及してはいかがでしょうか。 

② 予算計上するというより、適正な積算が必要なのではないでしょうか（予算は、この積算に基づく

要求するものです）。 
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段 階 で 作 業 不 能 日 を 設 定 し た り 、 工 期 延 長 を 認 め る ⑤

契 約 に し た り す る 。  

 

3 ) 施 工 時 期 の 平 準 化  

① 発 注 準 備 段 階 ： 施 工 時 期 は 年 度 末 に 集 中 す る 傾 向 に

あ る 。 こ の た め 、 債 務 負 担 行 為 を 活 用 ⑥ し 、 工 事 の 閑

散 期 で あ る 4 ～ 6 月 の 施 工 も 可 能 に す る 。 ま た 、 余 裕

期 間 制 度 を 活 用 し 、 受 注 者 が 工 事 の 開 始 日 や 完 了 日 を

選 択 で き る よ う に す る こ と で 、 機 材 や 人 材 を 調 整 ⑦ し

や す く す る 。  

② 施 工 時 ： 情 報 共 有 シ ス テ ム A S P を 活 用 し て 、 発 注 者

と 受 注 者 で 書 類 や 図 面 、 工 程 と 進 捗 等 を 効 率 的 に 共 有

す る ⑧ 。  

③ 完 成 後 ： 工 事 実 績 の 工 程 を 収 集 し 、 評 価 を 行 う ⑨ 。

発 注 者 は こ れ を 次 回 の 工 事 発 注 に 活 用 し た り 、 自 治 体

毎 に 平 準 化 の 進 捗 や 取 り 組 み 状 況 を 見 え る 化 し た り す

る ⑩ 。  

④ 禁止まではなかなか難しいのではないでしょうか。平成２９年の通達では「週休２日対応の工期設

定を行っているが、実態との乖離もみられることから、国債等の活用による工期の平準化や余裕期

間制度を活用するとともに、準備・後片付け期間の見直しや工期設定支援システムの活用等により、

適切な工期の設定に努められたい」とあるので、適正な工期設定の具体的な行動として下線部を引

用してはいかがでしょうか（その他の部分は後述してますね）。 

⑤ 発注者が誰なのか分かりませんが、行政では不稼働日の考慮や不可抗力による工期延長はすでに実

施済みです。また、「・・・したり」は口語調なので、「や」でつないであげると良いでしょう。 
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( 3 )  解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

 週 休 2 日 制 や 工 期 ・ 施 工 時 期 の 適 正 化 に 伴 い 、 業 務

費 用 ⑪ の 増 加 が 懸 念 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 自 治 体 や 企

業 の 予 算 が 枯 渇 ⑫ し 、 老 朽 化 対 策 や 災 害 対 策 等 の イ ン

フ ラ 整 備 に 遅 れ が 生 じ る リ ス ク が あ る 。  

 対 策 は 、 国 土 交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の オ ー プ

ン デ ー タ を 業 務 に 活 用 し 、 業 務 の 効 率 化 と 費 用 の 抑 制

⑬ を 図 る こ と で あ る 。 例 え ば 、 3 次 元 点 群 デ ー タ と 複

数 の 事 業 者 が 保 有 す る 構 造 物 や 地 盤 の 調 査 ・ 数 値 解 析

デ ー タ を 連 携 す る 。 こ れ に よ り 、 設 備 の 点 検 計 画 の 策

定 を 効 率 化 で き る 。 ま た 、 3 次 元 の 都 市 デ ー タ と 災 害

情 報 を 連 携 す る 。 こ れ に よ り 、 防 災 情 報 を 可 視 化 し て

提 供 す る こ と が で き 、 住 民 自 身 が 取 る べ き 行 動 を 理 解

で き る よ う に な り 、 自 治 体 職 員 や 事 業 者 の 負 担 減 少 に

繋 が る ⑭ 。  

⑥ 債務負担行為ということであれば、公共工事だと思いますので、これを対象とした提案であること

を書いた方がよいでしょう。 

⑦ →「調達」 

⑧ 業務の効率化でいうとその通りなのですが、見出しは「施工時期の平準化」です。この内容が、平

準化なのか疑義があります。 

⑨ 良い視点なのですが、どのように評価するのかといったところまで説明があるともっと良いと思い

ます。また、評価をどのように平準化につなげるかと言った視点も説明が必要です。 

⑩ 見える化の目的が良く分かりません。誰に向けて見える化するのか、その結果でどのような効果を

得ようとしているのか明確にしましょう。 
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 ( 4 )  業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 点 と 留 意 点  

 業 務 遂 行 に 当 た り 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 視 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 視 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 、 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。  

以 上  

⑪ →「工費」、「工事請負費」 

⑫ 枯渇はさすがに言い過ぎの感じがします。「財政状況の悪化を招き」、「財政をひっ迫させ」など

少しトーンを落としましょう。 

⑬ 誰の行動ですか（受注者、発注者？）。 

⑭ リスクは、整備の遅れとありますので、ソフト施策を対応策として述べることは、少々ズレている

ように感じます。 


